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目指す教師像 
第Ⅱ期（４～６年目）  学年において担当する
校務分掌を遂行する力
量を身に付ける。 
サポートを受けながら教
員として自立して職務を
遂行 

第Ⅰ期（１～３年目） 
学級担任としての力量 
を身に付ける。 
上司や先輩からの指導
を受け、教員としての最
低限の指導技術を習得
して職務を遂行 

第Ⅲ期（７～１０年目）  学校において担当する校務
分掌を遂行する力量を身に
付ける。 
自立して質の高い職務の遂行
を目指すとともに、若手教員を
積極的に支援 

教職の基盤を 
固める時期 

Ｈ２８年度 
実践モデル校（１８校）を指定 Ｈ２９年度 Ｈ３０年度 Ｈ３１年度 

全校実施 ［実施スケジュール］ 
実践モデル校で実施［２年目］ 
プログラム策定、周知 実践モデル校で実施［１年目］ 

第Ⅰ期評価（３年目） 
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②  

  １           ３     ４            ６     ７                    １０     １１ 
第Ⅱ期評価（６年目） 最終評価（１１年目） 

１０年間の若手の
伸びを評価する 

若手教員早期育成プログラムの確立 
校内若手
研修Ⅲ 
校内研修
サポート 

若手のメンター
として参加 
自らの学び 

・管理職 
・主任等ベテラン教員 
・校外研修受講者 


